平成２３年度６月補正予算　　　支出科目　款：商工費　　　項：観光費　　　目：観光開発費

	事業名:　東日本支援・県内観光地宿泊促進緊急キャンペーン事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　総合企画部　観光・ブランド振興課　国内誘客担当　電話番号：058-272-1111（内3079）

　E-mail：c11334@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　　補正要求額：１６，０００千円

（現計予算額：１０，０００千円　　　補正後予算額：２６，０００千円）

	要求内容


	１　要求の内容


・震災の影響で大きなダメージを受けている東日本を岐阜から応援するとともに、宿泊客が大幅に減少している県内観光地の宿泊施設を支援するため、「ぎふを旅して日本を元気に！」キャンペーンを実施した。（第１弾：ＧＷ期間中（4/23～5/8）、第２弾：ＧＷ後（5/14～7/15））

・今後も年間を通じ、県・民間団体が連携し、切れ目無く「キャンペーン」を実施する。
・また、被災地の復興支援と地域経済の活性化を図るため、関係市、経済団体、民間企業等で構成する協議会に参画し、イベント等、東日本応援キャンペーンを実施する。
新　緊急キャンペーン　第３弾～第５弾＜７月１６日～３月１１日＞

・第３弾（７月～９月）夏休み旅行トップシーズンの宿泊客拡大対策
・第４弾（10月～12月）秋の旅行シーズンの宿泊客拡大対策
・第５弾（１月～３月）冬の旅行閑散期の宿泊客拡大対策
ＰＲ方法 ：・大型イベント（味わおう、旅スタイル、ウィンター）でのＰＲ

・「毎週日本のどこかで」キャラバン（観光ＰＲブース）でのＰＲ
・新聞、雑誌、テレビ、ラジオでのＰＲ
・キャンペーンＨＰ、メルマガ等、ネットでのＰＲ
　新（仮称）東日本応援キャンペーン実施事業負担金
　　被災地の復興支援と地域経済の活性化を図るため、関係市、経済団体、民間企業等で構成する協議会に参画し、イベント等、東日本応援キャンペーンを実施する。

	２　所要経費


緊急キャンペーン事業費　　６，０００千円
応援キャンペーン負担金　１０，０００千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

３ 地域の魅力を高め、観光交流を拡大し、消費を増やす

	２　これまでの取組状況


（1） 第1弾　ＧＷ向け緊急キャンペーン＜４月２３日～５月８日＞

　　ＧＷに向け、県民を対象に即効性のあるＰＲ展開を行った。

参加施設数：２８

（2） 第２弾　夏向け緊急キャンペーン＜５月１４日～７月１５日＞

　　宿泊プランの内容、参加施設数を拡充し、ターゲットを岐阜県民のみならず、中部圏、関西圏に広げてＰＲ活動を展開中。

参加施設数：１０９（宿泊プラン９８、体験型プラン１１）
	３　これまでの取組に対する評価


・震災以後、県内への観光客もかなり減少していたが、ＧＷ期間中の主要観光地点３７カ所の観光客数は２１９万２千人と、前年比１０１．１％と微増した。
・また、緊急キャンペーンに参加したホテル・旅館では、ＧＷ直前の予約が増加するなどとともに、満室になるなど、昨年のＧＷを比較して宿泊客数が伸びたホテル・旅館も多く、本キャンペーンにより一定の効果が得られたと考えられる。
・これらのホテル・旅館からは、企業団体ではできない自粛ムードの払拭を県が率先して取り組んだこと、また旅をして社会貢献につながるということをＰＲできたキャンペーンであったことについて評価が得られた。
・なお、５月１６日に開催した「緊急観光戦略会議」では、キャンペーンの継続実施とともに、インターネット等を活用した宿泊対策が有効である等の意見があった。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現計

予算額
	10,000
	
	
	
	
	
	
	
	10,000

	補正

要求額
	16,000
	
	
	
	
	
	
	
	16,000

	決定額
	16,000
	
	
	
	
	
	
	
	16,000




















～「ぎふを旅して日本を元気に！」キャンペーン～


宿泊料の一部を義援金とするなど東日本への支援、宿泊料の割引など利用者特典が一緒になったプラン、食と健康や癒しと宿泊を組み合わせたプランなど、県内宿泊キャンペーンを展開。











